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（教科書 p.123） 

❶ 𝑎0, 𝑎−𝑛（教科書p.103） 

𝑎 ≠ 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

𝑎0 = ，  𝑎−𝑛 = 1
                                        

 

➋ 累乗根の積と商（教科書p.105） 

𝑎 > 0, 𝑏 > 0 で，𝑛 が正の整数のとき 

(1) √𝑎𝑛 √𝑏𝑛 =  

(2) √𝑎𝑛

√𝑏𝑛 =  

 

➌ 累乗根の累乗（教科書p.105） 

𝑎 > 0 で，𝑚, 𝑛 が正の整数のとき 

�√𝑎𝑛 �
𝑚

=  

 

➍ 分数の指数（教科書p.106） 

𝑎 > 0 で，𝑚，𝑛 が正の整数のとき 

𝑎
𝑚
𝑛 = ， 𝑎−

𝑚
𝑛 = 1

𝑎
𝑚
𝑛

= 1
                                 

 

➎ 指数法則（教科書p.107） 

𝑎 > 0，𝑏 > 0 で， 𝑝，𝑞 が分数や整数のとき 

(1) 𝑎𝑝 × 𝑎𝑞 =  

(2) 𝑎𝑝 ÷ 𝑎𝑞 =  

(3) (𝑎𝑝)𝑞 =  

(4) (𝑎𝑏)𝑝 =  

➏ 指数と対数（教科書p.112） 

𝑎 を 1 以外の正の数，𝑀 を正の数とするとき 

𝑎𝑝 = 𝑀 ⇔ log 𝒂 =   

 
➐ 対数の性質（教科書p.114） 

𝑎 を 1 以外の正の数，𝑀，𝑁 は正の数，𝑘 は実数とするとき 

(1)  log 𝑎 (𝑀 × 𝑁) = log𝑎 𝑀  log𝑎 𝑁 

(2)  log𝑎
𝑀

𝑁
= log𝑎 𝑀  log𝑎 𝑁 

(3)  log𝑎 𝑀
𝑘 =  log𝑎 𝑀 
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𝑎𝑝−𝑞 

𝑎𝑝𝑞 
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𝑀 𝑝 

+ 

− 

𝑘 
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𝑎𝑛 

√𝑎𝑚𝑛  
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